
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

施策展開

成果目標の達成状況

項目 H26末

災害査定を受けるために必要な設計書を作成するため、測量・設計業務等を委託し、災害査定を円滑に進める。

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

合計 60,000 64,266 60,000

災害復旧事業費の決定のための実地調査（災害査定）を受けるために必要な設計書を作成するため、測量・設計業務等を委託し、災害

査定を円滑に進める。

災害査定を受けるためには、災害査定用の設計書を作成する必要があり、測量・設計業務等を委託している。

（参考：過去3年間の査定件数　H25年度 273件、H26年度 79件、H27年度 24件）

60,000 60,000

合計（A) 96,498

29年度

6,696 2,430

当初予算 60,000

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初）

事業番号 11 05 22 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県単災害関連河川費県単災害関連河川費県単災害関連河川費県単災害関連河川費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 河川課

４　災害に強い地域づくり 実施期間 M14 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kasen@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

（決算） （当初）

県単災害関連河川事業 委託

災害査定を受けるために必要な測量・設計業務等委

託を実施した。

60,000 64,266 60,000

補正予算 -6

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

66,696 62,430

0 0 0

0

0 0 0

96,498 66,696 62,430

概　算

人件費

1.08 1.08 1.08

8,938

89,802 64,266

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

今後も引き続き、突然発生する災害に迅速かつ柔軟に対応するため継続したい。

目標に対

する成果

の状況

平成28年度は、８月18日に発生した豪雨や９月17～21日に発生した台風16号による豪雨など、31箇所の災害査定にあたり必要な測量、

設計業務を行い、災害査定を円滑に行うことができた。

 概算事業費（B（A）+C） 98,740 72,813 70,977

8,547 8,547

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 36,504

0 0


